
─　─42

［はじめに］
　東山区は京都市の中でも特に少子高齢化が顕著な地域である。本事業は高齢者の「“食”
を通した生活の知恵」を次世代に伝え、世代間の交流、未来を担う子どもたちの望ましい食
習慣の形成、および高齢者のネットワークづくりなどの地域貢献を目的としている。平成
24・25年の 2年間は「東山区まちづくり支援事業助成金」を受けて取り組んだ事業であるが、
平成26年からは地元女性会のボランティアの皆さんと東山区地域力推進室のご協力をいただ
きながら、大学独自の事業として企画することで地域のネットワークづくりに取り組んでいる。

実施 1 　ベテラン主婦に学ぶ親子料理教室� 担当：日野千恵子
　東山区にある六原地域女性会のボランティアの方々のご協力を得て、若いお母さん方と子
ども達との交流の場を提供し、世代交流の機会とすることを目的とした。経験や知恵を交換
し合い、地元女性会の皆さんと若いお母さんと元気な小学生それぞれが、いきいきとした時
間を共有できる料理教室を計画し、下記の通り実施した。
4月 7日　打 合 せ：東山区の本年度の地域交流（主に料理教室の実施）について
　　　　　　　　　　参加者：六原地域女性会会長・栄養クリニック指導員　各 1名
7月15日　区民新聞：「ベテラン主婦に学ぶ親子料理教室」への参加募集記事掲載
　　　　　　　　　　（東山区在住の小学生と保護者対象　10組20名）
7月21日　試 作 会　会　場：栄養クリニック調理室
　　　　　　　　　　参加者：六原地域女性会ボランティア　 4名
　　　　　　　　　　　　　　栄養クリニックスタッフ　 4名
実 施 日：平成28年 7 月29日（金）　10：00～13：00
参 加 者：親子 5組10名
講　　師：六原地域女性会ボランティア4名
献　　立：「花巻・サラダ巻」「鶏塩麹炒め」「ハモとじゅんさいのお吸い物」
　　　　　「デザート（ヨーグルトアイス）」

◇東山区における「食」を通じた
　地域ネットワーク活性事業

親子で仕上げた料理 実習中の様子
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［感　　想］
親：大変楽しく参加させていただきました。
子どもと一緒にお料理をする時間はなかな
かありませんので、とても貴重な時間を過
ごすことができました。かつおと昆布から
だしをとったお吸い物は、こんなにも美味
しいのですね。家でもやってみます。

実施 2 　「免疫力を高める高齢期料理教室」� 担当：日野千恵子
　高齢者の健康管理は東山地域の活性化に重要な課題であり、地域のみなさんが元気で交流
し合うことでいきいきとした町づくりができる。免疫力を高める食生活をテーマに、ミニ講
義と調理実習を通して、高齢者の交流の場となれるよう教室を実施した。
10月15日　区民新聞：「免疫力を高める高齢期料理教室」への参加募集記事掲載。
　　　　　　　　　　（東山区在住の60歳以上の方対象20名）
実 施 日：平成28年10月27日（木）　10：00～13：00
参 加 者：20名
献　　立：「ささみの柚子胡椒焼き」「ほうれん草とひじきの生姜和え」
　　　　　「里芋のスダチ入りみそ汁」「干しブドウ入りきんとん」

［感　　想］
　楽しい雰囲気でよかったです。料理の量、塩分量などとても参考になりました。新しい食
材を取り合わせることを教えていただいた。ほうれん草にいろいろ入れたお浸し、勉強にな
りました。みんなでワイワイ楽しい時間でした。どれもさっそく家で作ってみようと思いま
す。

免疫力を高めるメニュー 実習中の様子

親子で料理を楽しむ様子
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実施 3 「栄養クリニック通信No. 9 ～ No.10」の発行� 担当：日野千恵子
発 行 月： 7月、11月
数　　量：各号1,700枚
配 布 先：東山区の全小学校（計 3校）と�東山区役所・東山保健センター窓口
記事内容
　No. 9 　：�「将来の骨粗しょう症予防のために～学童期のカルシウム摂取の大切さについて～」

「ベテラン主婦に学ぶ親子料理教室の日程のお知らせ」
　No.10　：�「夏休みに実施した親子料理教室の様子と参加者の感想」「10月に実施する高齢

者の料理教室案内」「栄養クリニックが作製している冊子 7種類の紹介」




